
事例から見る「デジタル田園都市国家構想交付金」
埼玉県 自治体DXセミナー2023

「デジタル田園都市国家構想交付金」活用に関するセミナー・展示を実施いたします

SISIA SEM
INAR

2023/7/11 (火） 13:00~16:00
場所：コルソホール（浦和駅から徒歩５分）コミュニティプラザ・コルソ ７階

受講料無料

■ 展示：会員企業７社（各社、出展内容は裏面に記載しております）
13:35~14:30 ／ 15:20~15:55

・株式会社アーベルソフト ・AGS株式会社
・蓼科情報株式会社 ・特定非営利活動法人 埼玉ITコーディネータ
・パシフィックシステム株式会社 ・富士通Japan株式会社
・ミツイワ株式会社

■ 出展企業３社からのサービス紹介 13：05～13：35

①「防災DX～風水害時の情報共有サービスと情報の利活用について」

株式会社アーベルソフト 取締役 営業部長 西岡 和紀 氏

②「『V-CUBE Board』と『V-CUBE コラボレーション』を利用した緊急対策ソリューション」

パシフィックシステム㈱ 営業本部 営業１部 第２グループ 営業担当 古川 信裕 氏

㈱ブイキューブ 公共ソリューション営業グループ 担当 板倉 貞志 氏

③「自治体DXの推進支援について」

特定非営利活動法人埼玉ITコーディネータ 自治体DX支援WGリーダー 斉藤 実 氏

■ 基調講演 「デジタル田園都市国家構想交付金」 14：30～15：20

内閣官房 デジタル田園都市国家構想実現会議事務局 参事官補佐 小野 康佑 氏

お申込み方法：右のQRコードもしくは以下URLからお申込みください。
https://forms.office.com/r/6wf3Pefgcv

主催：公益社団法人 埼玉県情報サービス産業協会
後援：埼玉県IT活用経営支援ネットワーク会議（総務省関東総合通信局・経済産業省関東経済産業局・埼玉県・
さいたま市・公益財団法人埼玉県産業振興公社・一般社団法人埼玉県商工会議所連合会・埼玉県中小企業団体中央会・
埼玉県商工会連合会・一般社団法人情報ｻｰﾋﾞｽ産業協会等）、地方公共団体情報システム機構

■ DX相談会：埼玉県情報サービス産業協会会員による相談会を開催いたします。
セミナー申込フォームに相談会にご参加いただく旨とご相談概要を記載してください。



SISIA SEM
INAR

■ 展示内容：会員企業７社

【会場】コミュニティプラザ・コルソ７階
〒330-0063 さいたま市浦和区高砂1-12-1
TEL：048-824-5555

※駐車場は有料となって
おりますので、ご注意
ください。

※スムーズなご来場のため
公共交通機関のご利用
をお願いいたします。

【お問い合わせ先】
公益社団法人 埼玉県情報サービス産業協会
〒336-0027 埼玉県さいたま市南区沼影1-13-1 ナリア・テラス3階
Tel. 048-844-5510 Fax. 048-863-2211    URL. http://www.sisia.or.jp/

スマートシティ
～デジタルの力で、地域を豊かに強く～

<スマートシティの取り組みご紹介>
人々が安心して暮らせる、持続可能な
地域社会の実現に向けた、当社スマー
トシティの取り組みをご紹介します。
・スマートシティ構想支援サービス
・スマートシティデータ連携基盤
・スマートシティサービス

＜事例ご紹介＞
デジタル田園健康特区に採択された吉
備中央町様における当社取り組み事例
をご紹介します。
・デジタル田園健康特区採択までの

経緯
・デジタル田園都市国家構想推進

交付金の取り組み状況

・基幹システム情報を活用したEBPM
（証拠に基づく政策立案）の実現

EBPM（証拠に基づく政策立案）を実現
するために基幹情報システムで持っている
住民情報、福祉情報、水道情報、内部情報
など多岐に渡るデータを自動集計し、部局
横断で集計結果を見える化することが可能
です。集計結果を活用して政策立案を検討
することが可能となります。
・「JoyLinks]のご紹介

災害対応DX避難所管理及び災害ボラン
ティアセンター運用支援システムです。
発災時に必要となる避難所への登録を避難
者に直接行ってもらい 避難所のキャパシ
ティーなどを管理できます。
また災害ボランティアセンターの運営支援
システムはスマホを使用したわかりやすい
運用で社会福祉協議会様の負担を大幅に軽
減でき、参加ボランティアの待ち時間も大
幅短縮できるシステムです。

画像や映像を用いて火災等災害
現場の状況を「V-CUBE Board」
上で共有することで、各所での認
識のズレを防ぎ、活字や音声では
伝えにくい災害状況も細部まで伝
達しやすくなることが可能となり
ます。

「V-CUBE コラボレーション」
によって、現場部隊がタブレット
端末からリアルタイムに映像を共
有することで、現場と本部との間
で遅滞のない情報共有が可能とな
り、統一した認識を持つことがで
きます。

「V-CUBE Board」と「V-CUBE 
コラボレーション」を利用した
緊急対策ソリューション展示

職員の皆様が意欲・能力を
発揮できる働き方をご支援

<働き方の見える化と健康管理>
・勤怠管理システム「Tomas」

<Excel業務の効率化>
非効率なExcel手作業をExcelライ
クな業務アプリで解決!「CELF」

<AIやIoTをより身近に>
・AI搭載IoT統合エッジウェア
「Gravio」
・ノーコードのデータ連携ツール
「Asteria warp」

各自治体様におかれましては、デジ

タルで可能なサービスを広く浸透させ、

誰一人取り残されないデジタル社会の

実現に向けて、自治体 DX を推進し

ています。しかし、職員数も減少して

いる中、限られた人材で自治体 DX 

の推進や情報セキュリティ等の対応に

限界を感じていらっしゃるのではない

でしょうか。特定非営利活動法人埼玉

ＩＴコーディネータでは、そのような

自治体様のお悩みに専門的な知見を有

する会員により、具体的な問題解決に

向けた

ご支援を実施いたします。

自治体 DX 推進支援及び情
報セキュリティ関連の支援

・地域情報写真配信サービス
「ビューちゃんねる」
地域の冠水や溢水、越水など、心配

される場所の電柱に取り付けた高性能
定点カメラから情報を取得し、専用
ホームページから画像を提供、現地の
様子をパソコンやスマートフォンから
確認できる仕組みです。
・自治体連携基盤「FIWARE」

スマートシティを実現する為の都市
OS 基盤です。 OMA(Open Mobile 
Alliance) によって標準化された NGSI 
で規定され、規格の基盤が出来ている
都市 OS で、 7 カテゴリー約 40 種の
オープンソースモジュール群で構成さ
れています。データモデル標準化、
データ検索、分散データ管理、既存シ
ステムとの接続をモジュールの組み合
わせで実現する事ができます。

１.「LoGoシリーズ」のご紹介
・LoGoチャット

LGWAN環境で庁内・自治体同士の情報

共有がスムーズに実施できるビジネス

チャットです。

・LoGoフォーム
自治体職員様が電子申請や申込予約、ア

ンケートなどのフォームを作成・集計し、

一元管理できる自治体専用の「デジタル化

総合プラットフォーム」です。

2.「派出システム」のご紹介
スキャナで納付書を読み取り、連携して

いるPOSレジにて収納するシステムです。

納付書読取のための煩わしい設定なく簡単

にご利用いただくことができます。


